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大成建設株式会社
設計本部建築設計第六部 兼 設計戦略部デジタル・ソリューション室

上田 恭平

ファサード総合モデルとCLT連携の実践
―つくるためのBIMとつかうためのBIM―
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国⼟交通省
令和３年度 BIMを活⽤した建築⽣産・維持管理プロセス

円滑化モデル事業（パートナー事業者）

取り組み概要
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施工

取り組み概要

デジタルプロダクトセンター

設計

設計戦略部
デジタル・ソリューション室

設計チーム 施工チーム

自己紹介とプロジェクト体制

建築
設計

構造
設計

設備
設計

専門
部署

作業所
本社・支店
技術支援

設計をしながらデジタル戦略企画を兼任することで実践⼒を強化

BIM支援

連携

連携

連携

連携

BIM活用
デジタル
ツイン

プロジェクト
チーム

施工図支援
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取り組み概要

Design

Construction

Society

BIM
VR
AR
MR
BI

API
AI

Robotics
DigitalTwin
Simulation

ICT
Cloud

Programming 
UX 
UI

Knowledge
DataBase

Society5.0
SmartCity
SuperCity

デジタルでつなぎ、デジタルで建築・建設の⾼度化を図る
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沖電気工業 本庄工場 H１棟新築工事

■工事概要

場所︓埼⽟県本庄市
⽤途︓工場
⾯積︓約19,000㎡
階数︓２階建
構造︓鉄骨造
工期︓2021年6月

~2022年4月中旬

工事概要
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取り組み概要

実践を通してBIMの可能性を探る

より広い視点で施工BIMを捉える
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つくるためのBIM・つかうためのBIM

設計BIM 施工BIM 運⽤BIM

設計BIM 運⽤BIM

つくるためのBIM
施工BIM

つかうためのBIM

設計BIMを運⽤BIMに育てる

取り組み概要

従来

取組
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取り組み概要

A 社会環境とつながるBIM

情
報
統
合

タイ
トル

カーボンニュートラル/
環境配慮技術の情報統合

【BIMコンセプト】⽣産施設での発注者に寄り添う建築情報の統合

B 建物運⽤とつながるBIM

情
報
統
合

タイ
トル

BIMによる建物取扱説明書と
ロボット・環境データとの連携

C 建築⽣産とつながるBIM

情
報
統
合

タイ
トル

ファサードデザインの総合モデル/
CLTのプレカット検証

つかうためのBIM つくるためのBIM

検証② 建物性能に関する情報を整理し、取扱説明
書などとして活⽤するための手法の検証を
⾏う。

検証③ ロボットサービスや室内環境制御に必要と
なる建物情報の整理と課題検証。

省エネ技術・低炭素へ寄与する部材や室、
機器に設計意図と効果を記録し、カーボン
ニュートラルへの寄与を統合・視覚化する。
木材（CLT）や地域素材を中心に統合する。

検証① 検証④ CTLを中心に、RC躯体、サッシ、笠木など
異種取り合いが多くあるファサードデザイ
ン部分を施工モデルとして納まり検証を⾏
う。また、CLT部分についてプレカット連
携で課題抽出と検証をおこなう。

設計BIM（BIM360)
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取り組み概要

実施設計での設計BIM（BIM360の3Dビューより）

設計BIM
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取り組み概要
設計BIM

概要書
工事区分表

求積図
仕上表

壁リスト
耐火リスト

配置図
各階平面図

⽴面図
断面図
矩計図

平面詳細図
階段図

天井関連図
建具図・建具リスト

各種範囲図

実施設計図書としてのBIM（矩計図）
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使⽤したツール類

統合管理
ブラウジング層

(CDE)

建築モデル 構造モデル 設備モデル

REVIT
MEP

REVIT 
Strucutre

REVIT

鉄骨ファブ

設計フェーズ 施工フェーズ

設備モデル建築モデル

CLT図 他製作図

モデル
構築層

各種
専門モデル

鉄骨図

データ
引継ぎ

REVIT Rebro

干渉チェック 干渉チェック

自動変換
プログラム



11

使⽤したツール類
鉄骨製図モデル（REAL4） Rebro モデル
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各取り組みの説明

多目的最適化によりゆらぎを持つルーバー配置案を作成し深層学習により選定

CLT範囲図による適⽤範囲の共有

Revit内でCLT範囲図を作成
し、ファサード木パネル、
柱、耐震壁、天井の木範囲
を分野間で共有した。

ランダムさのためにひとつひとつ納まりが異なり詳細な施工検討が必要北面ファサード：ガラス裏のCLTパネル

建築⽣産におけるBIM連携 ― CLTファサード総合モデル ―
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各取り組みの説明

木材を多⽤した
エントランスホール
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各取り組みの説明

設計者・監理者

施工者

CLT専門業者

デジタル・プロダクト
・センター

実施設計
設計図書

実施設計
設計図書

・内容のチェック
・他製作図との調整

設計情報共有フェーズ チェック図作成フェーズ 承認図作成フェーズ 製作フェーズ
設計図書説明・建物コンセプト重要箇所の共有 製作図施工図の整理を図りつつ統合情報を整理 製作に向けたデータ連携を行う段階。全ての情報が統合され製作に向けた最終調整

pdf. rvt.

pdf.

pdf.

pdf.

rvt.

IFC.

rvt.

pdf.

pdf.

pdf.

CLT部分モデルの作成

nwd.
・内容のチェック
・他製作図との調整

nwd.

CLT部分モデルの修正

pdf. nwd.図面調整が
完了するま
で、チェッ
ク図製作
フェーズの
流れを繰り
返す。

⇒この部分
の効率化を
無くす。

CLT部分モデルの作成

IFC.

rvt. nwd.

製作データ

データ連携方法検討中
nwd.

データ連携フロー（CLT）
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各取り組みの説明
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各取り組みの説明
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各取り組みの説明
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成果・⽣産性向上への貢献度

①可視化による効率化

②各図面間（施工図・各種製作図）調整の効率化

短工期工事における潜在的リスクの排除につながる

※取り組み途中のため現段階では定量的な評価はありませんが、下記は定量的に図れる内容です。

【設計者協議】 ・図⾯を読み込み頭で３Dを構成する時間が省ける。
・2D図⾯打合せによる認識違いを無くす。
・設計者が気付いていないディテールが一目でわかる。

【施工者検討】 ・納まりと同時に施工手順を具体的に検討できる。
・フロントローディングで不整合箇所が明確になる。

時間
短縮

【異種取合い】 ・CLTの異種取合いをワンモデルに統合することで、
各製作図での不整合箇所をあらかじめ抽出できる。

・製作図では表現できていない異種取り合いの施工
計画がモデルで可能

時間
短縮
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課題と対策
①データ連携・データ統合フローの明確化
【課題】何の情報をどのタイミングで誰が誰に渡すのかをあらかじめ決めておく

【対策】UXコンサルティング、BIM構築コンサルティングによりプロジェクト初期に計画する。

②データ変換のプロセス

③ブラウジングの強化

BIM活⽤への関係者の巻き込みと、目的の違いを思いやりで埋める

【課題】今回ではRevit⇔cadworkの互換性がなくIFC渡しとしている。

【対策】アドインツールなどを開発しBIMとダイレクトに連携できるようにする

【課題】BIM360で⾒たい情報がスムーズに閲覧できない。

【対策】BIM活⽤はますますwebベースとなるので、⾒やすいUIを開発する。
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つくるためのBIM・つかうためのBIM

設計BIM 施工BIM 運⽤BIM

設計BIM 運⽤BIM

つくるためのBIM
施工BIM

つかうためのBIM

設計BIMを運⽤BIMに育てる

各取り組みの説明

従来

取組
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項目 タイトル 内容 データ連携 所掌

①環境配慮情報の統合・活用

整理
断熱等環境性能の整理
建築材料のCO2原単位整理
地域産材の性能整理

設計図書による断熱性能を各部分ごとに整理。
LCA指針からの主要部分を選定し原単位を整理
木材の情報(産地・数量・規格)を整理

.csv 設計

統合 BIMへの入力 ファミリの整理とプロパティへの追加 .rvt 設計
可視化 統合情報の可視化 Revit内(範囲図シートビューの作成)またはその他の方法 Forge Viewer 設計
活用 環境評価ツールへ展開（展望） 環境解への活用・地域材使用アピールへの活用 検討中 検討中

②建物運用情報の統合・活用

整理
建物性能に関わる情報の整理
運用リスク情報の整理
ロボットエリアなどの整理

建具・断熱・防水・遮音仕様。
メンテナンス時の注意箇所などリスク部分の整理
ロボット等の可動範囲の整理

.pdf

.dwg

.csv
設計

統合 BIMへの入力 ファミリの整理とプロパティへの追加 .rvt 設計
可視化 統合情報の可視化 Revit内(範囲図シートビューの作成)またはその他の方法 Forge Viewer 設計

活用 運用BIM（展望）
サービス利用への展開（展望） 運用BIMのサービス活用に向けた実装検討（検討中） 検討中 検討中

⻘⽂字：検討中の項目

各取り組みの説明
運⽤BIMに向けたデータ統合
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各取り組みの説明

①統合内容の整理

設計変更内容
間仕切壁の変更、建具の変更、仕上げ
の変更、総合図調整

環境データ

建物運用データ

建築生産データ

断熱性能情報、CO2原単位整理した建
築材料、地域産木材

建物性能の再整理、
運用時のリスク情報の整理、

②維持管理BIM【運用BIM】の作成 ③運用時での利活用(展望)

維持管理BIM作成【運用BIM】

※検討中

北側ファサード総合モデル
CLTパネルの製作図情報

建物データの
利活用プラットフォーム

・設計BIMに対して、設計変更内容、環境データ、建物運用データ、建築生産 データ（検討
中）を加え、モデル・プロパティを整理したBIMを作成します。

各サービスに合わせた
BIMデータの再構造化

API

API

API

API

利活用
アプリ

利活用
アプリ

利活用
アプリ

BIMデータ統合フロー【着工後】
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各取り組みの説明

対象建屋のBIMを作成するA 情報をクラウドへ集約するB

クラウド同士を連携させるC BIMをクラウドへ連携させるD

A

C
D

B

建物データの利活⽤プラットフォーム ― LifeCycle OS ―
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今後への期待

デジタルツインの実現に向けて

大きなビジョンを⾒失わず
実践により小さな技術を積み上げる
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建物データの統合プロセスの明確化

設計BIM 運⽤BIM

つくるためのBIM
施工BIM

つかうためのBIM

今後への期待

ライフサイクルコンサルティング
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今後への期待
価値創造

⽣産性向上

設計者
施工者

効率化

つくる
ための
BIM

つかう
ための
BIM

BIMフロントローディング

CDE(社内共通BIMクラウド)

作業所BIM毎週レビュー

WEB現場カメラ確認

大画面モニターBIM朝礼 意匠BIMへの情報統合

クラウド共有資料打合せ

クラウド共有安全日誌

クラウドQR機材点検

3分野クラウド統合BIM

3次元干渉チェック(単分野)

工事進捗管理(設備)

BIM仮設計画

意匠/構造/設備干渉チェック

確認申請資料作成(設計3分野)

図面化(設計図)
図面化(施工図)

88申請⽤資料作成(仮設計画)

建具情報管理

BIMスペースチェック
床段差チェック

外壁検証

配筋検査

バーチャル搬入計画

シャフトユニット化

BIM QRコード(簡易VR)

設備MRチェック

意匠AR確認

意匠VR承認

遠隔MR検査

3Dスキャン記録(置き型)

3Dスキャン記録(iPad)

意匠/設備 気流シミュレーション
周辺風シミュレーション

設備検査機器連携

サブコン連携

QRコードによる設備搬入物管理

鉄骨ファブ連携

PCコン連携(工場)
BIMからプレファブ(現場)

BIMでの寸法モジュール化/調整

場内Wi-Fi標準整備環境

掃除ロボット
搬送ロボット 四⾜歩⾏ロボット(遠隔撮影)

溶接ロボット

材料種別数量

BIMカラースキム

数量把握

設計図書ダッシュボードBI

竣工BIM

維持管理BIM(FM)設備BIMによる配管系統管理

運⽤BIM(サービス)

カーボンニュートラル情報統合

バーチャル品質安全管理

バーチャル竣工

BIM積算
ロボット統合管理

VR安全周知

BIMのポテンシャル

スタジアム
日照シミュレーション

BIM位置情報連携

建物性能情報

BIM部屋情報連携

BIM位置情報連携

⽣産機器の発熱体情報

運⽤BIM(図面化)

AR施設管理BIM重ね

仕上情報管理

仕上在庫品管理

BIM連動メーカーリスト

建物不具合履歴

什器情報統合

リアルタイムCFD解析

日照情報連動
光シミュレーション

トイレ情報連動

リアルタイム
⼈流シミュレーション

VR活⽤改修計画

セキュリティカメラ
死角シミュレーション 施設運⽤シミュレーション

5Gネットワーク
シミュレーション

ロボット動線
シミュレーション

空調シミュレーション防災シミュレーション

オープンスペース活⽤検討

日常点検のデジタル化

AR防災訓練

会議室空き情報⾒える化

⾷堂混雑度判定

従業員の⾒える化 ヘルスモニタリング

植栽情報管理

点字ブロックQRコード誘導

掃除ロボ連動

警備ロボ連動 ELVロボ連動

エネルギーシミュレーション

エリアマネジメント

発注者
利⽤者
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今後への期待

いままで これから

―時代の技術の統合者―
アーキテクトの職能拡張

IoT技術とBIMを駆使して先進の技術を統合する
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今後への期待

竣工時が完成 データ連携で成⻑・共進化
【モノづくり】 【モノづくり×コトづくり】

―フィジカルとデジタルの融合―
デジタルツインの実現
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今後への期待

―フィジカルとデジタルの融合―

しなやかな一品生産

BIMによる建築生産改革

空間の最適化

建築と連動するIoTサービス

リアルタイムシミュレーション

空間のパーソナライズリアルタイム性

一品生産の高度化

データプラットフォーム型設計

ユーザーセントリックデザイン

データプラットフォーム文化

デジタルツインの実現

建築⽣産とサービスソリューションを包括する




